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1) 小児急性胆嚢炎の 2例
。青山恭二，島崎大弥(成田日赤)
第 1例， 8才男。 36年 7月初旬来上腹部痛，食慾
不振を訴え， 12日頃から心宮部如痛発作出現。発
熱，幅吐を伴い軽い黄痘出現。 17日入院時胆嚢部に
一致して軟小鶏卵大腫癌触知，圧痛著明。肝機能中
等度障碍， 胆嚢造影殆んど造影きれず， リオンで 
Gram (一〉短梓菌及び赤白血球多数証明。除脂食， 
C. M.，肝庇護療法，硫苦注入等で加療の結果，漸
次発作消失し， 8月 11日収縮能尚軽度障碍を認め
たが，胆嚢造影明瞭となり 9月初旬略治退院。
第2例; 12 才男。 35 年 7 月下旬~8 月上旬心宮
部仙痛発作(軽熱， 幅吐随伴)出現。 8月22日頃
より再燃し 8月 29日入院。胆嚢部圧痛著明。 リオ
ンで Gram(一)梓菌，白血球多数，赤血球少数検
出。胆嚢造影不明瞭，形態異常(十)， 収縮能障碍
を認め， 第 1例と略同様の治療で 9月 12日以降発
作消失。 9月下旬略治退院。
小児でも所謂“胃痘撃"様発作時，胆嚢炎検索
を要すると考えられる。 
2) 胆管乳頭腫の 1例
鈴木周一，福本泰彦，。村田光範(千葉大)
肝外胆道良性腫療は，組織学的確証を有するもの
に限れば，海外では， 1950年迄に，約 30例， 本邦
で、は，昭和 7年から 35年迄K，2例をみるにすぎな
い。無論数え落しがあるにしても，稀有のものとい
うべきである。
最近，当小児科に於いて， 5才 3カ月の男児で，完
全な胆道閉鎖症状を呈し，第 1外科に依頼し，開腹
の結果，総胆管の乳頭腫様腫癌を摘出した症例を経
験した。腫癌は，ポリープの群生した如き外観で，
小児手拳大，組織学的には，当学病理の岡林教授に
よると， Adeno五bromyomaとされ，悪性変化は，
見られていない。
なお，この症例は，近日，第 1外科からも，報告
される予定である。
質問中島博徳(千葉大〉
本症に於いては，胆嚢別出を行なっているが，乙
れが術後機能的に与える影響はありますか。
答村田光範
小児胆嚢除去後の成績は，遠隔成績を見なけれ
ば，はっきり答えられないが，成人の例から見て，
うまく適応出来るのではないかと考えられる。尚胆
嚢炎を合併している場合，別出を行なった方が，術
後合併症が少いとされている。 
3) 乳児瞳吐症の手術治験例
山本洋三，。榊原秀三(千葉大〉 
1) 先天性肥厚性幽門狭窄症 
2) 回転異常による十二指腸狭窄
症例 (1) 生後 1ヵ月半の女児で生後 15日頃か
ら吐乳をはじめ，次第に増強して入院した。レ線検
査を施行した所，胃部のガス膨満と狭窄性嬬動，パ
リウム排世時間の遅延があり，幽門部に狭窄の像を
証明し，本院第 2外科にてラムステット氏手術を施
行して強固な吐乳も全く消失した。
症例 (2) 生後 1ヵ月半の女児で急に胆汁を混
じた幅吐が頻固におとった。薬剤の使用lとよっても
全く幅吐は止らなかった。レントゲン検査では単純
撮影で胃十二指腸Kガスが膨満しているが他には全
くガスが消失していた。バリウムを入れての観察に
於いては十二指腸下部R-5!郎、狭窄を認めた。時聞を
おいて観察したが十二指腸以下にはほとんどパリウ
ムが行かなかった。手術・の結果 MalrotationII K 
伴なう腸軸捻転症でその上K空腸と上行結腸の聞に
癒着が証明された。手術後日匝吐は消失し順調lζ経過
退院した。
質問 中山喜弘(九段坂病院〉
新生児乳児の手術の場合lζ術後の輸液を如何にし
たら良L、かは小児科医として重要な乙とと思われま
すが，手術後の輸液の量と質をどの様にしたか。
答数馬欣一(千葉大〉
術後輸液l乙就いて，中山外科柳沢博士が，術後管
理をされたが， 本症の 2例共静脈カテーテルで、 24
時聞にブドー糖リンゲル等量液 80ccjkgを与え，
術後 2日目より，両例共非常に乳をほしがったの
で， 1回20ccから晴乳を始め，術後 3日目から輸
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液の必要を認めなくなっている。
追加中山喜弘
最近私のところで， 2例の先天性通過障害のある
新生児を開腹手術し成功したので追加する。 1例は
生下時体重 3.03kgの女児で生後4日自民初診，バ
リウム注腸により， Hirschsprung氏病であるこ
とを確認，全身状態が悪かったので人工匹門を増
設，後に根治手術を行なったものである。第2例
は，生下時体重 3.9kgの男児で，吐乳を主訴とし
て生後 3日自に受診，バリウム注腸lとより大腸牌聾
曲部に通過障害を認めて開腹し，腸間膜異常部を整
復し，治癒した。術後の輸液は 150cc/kgとし，生
食水 1:5%糖液 5を1日与え， あとは生食水 1:5 
%糖液 6の維持液を与えた。 
質問中島博徳(千葉大)
新生児外科手術の輸液の際，新生児の生後日数Iζ
よって輸液の質の種類をどの様に変
一
えて行くべき
か，小児外科懇談会で問題になったでしょうか。
答中山喜弘
新生児と乳児の月令によって，電解質の内容をど
の様にするのが合理的なのか，或いは同じでもよい
のかは就いては，小児外科懇談会民於いても未だ討
議されていなかった様K思う。 ι通常術後はソリタ 1
号を用い，利尿がついたら，翌日あたりよりソリタ 
3号を用いるのが良いと云われている。 
4) 当科外来患児に於ける心雑音の観察
船橋 茂(千葉大)
島 好基，松村あや，木原敏子(千葉市) 
1) 最近 1年聞に当科を訪れた 3881人の患児に 
っき聴取された心雑音の強度に関して観察した。強
度分類は Levineの規準に習った。
2) 発見頻度は 4% (144人)であり，性差はな
かった。拡張期雑音は 2例のみであった。
3) 年令的分布は幼児，学童前期に多く聴取され
た。
4) 強度は 1，r度のものが80%を占め，1II度
以上の雑音は，先天性， リウマチ性疾患にのみ聞か
れており，機能的雑音と思われた心雑音は E度以
下のも、のであった。 
5) 疾患との関係をみると，先天性心疾患， リウ
マチ性疾患，血液疾患，その他の順位を示し，叉，
全く健康と診断されたものは 26%を占めていた。
6) 雑音強度と E.K.G.及び X線学的心形態
との関係をみると，これ等の変化は雑音の強さに比
追加中島博徳(千葉大〉
先天性心疾患の心雑音の記載を容易な様に規事j化
して，外科からの確定診断と照し合わせて診断を高
度にする様に是非お願いする。
5) 脊髄腫蕩の 1例
鈴木周一(千葉大)
症例 12才 10ヵ月女児。
主訴進行性歩行障害，握力の減退。
現病歴 1 月初旬リヤカーに 5~6人の子供を乗
せて引っぱって歩いた夜より背部痛を訴え某医の治
療により約 1週で治癒， 3月中旬右第 5指がしびれ，
漸次両手の握力がなくなりその後 1週間して，両下
肢のしびれ感出現歩行拙劣となる。入院時所見，体
格中等度，両膝蓋健反射多少尤進，両側下肢多少強
直性，ロンベルグ現象著明，言語障害，脊椎の叩打
痛なし。検査成績，脳脊髄液ノTンデイ(十社)，蛋白
一致K頚椎5ミエログラフィーにて第 1. 174mg/d
して造影剤はそれ以下に落ちず騎跨状陰影を認め手
術の結果小指頭大の嚢腫摘出組織学的には髄腔上皮
腫と診断された。以上吾々は最近両側握力の減退，
進行性歩行障害を主訴とした極めて稀れな脊髄腫蕩
の内の髄上皮腫を経験したので報告する。 
6) 寒冷凝集反応陽性肺炎の臨床的観察
神田勝夫，。中国益先(君津病院)
上原亘子，中川うめ(千葉市)
昭和 34 年 1 月 ~36 年 9 月の期聞に診療し X線像
に異常陰影を認め， 寒冷凝集反応陽性の 60例lζっ
き臨床的観察を試みた。年令は 4~8 才に多く，性
は女児にやや多い。月別では 4~9 月に多発する傾
向が見られ，地域的には散発的で家族内感染と考え 
られる例もあった。主訴と自覚症状のうち咳販の多
いのが特徴的で，前者は 75%後者は 95%を占め 
た。咳搬の期間は全例の 1/4 fC20日以上続くもの
が見られた。発熱は 58% fζ認め 380C前後が多く， 
持続は 1週以内が80%であった。理学的所見はー
般に僅微である。血沈は 2病週に促進するものが多
く，以後は経過とよく平行する。 X線陰影は位置的
には両側下野氏 80%で， その性質は気管支周囲浸
潤型と肺炎性硬変を示す融合型が夫々半数に見られ
た。陰影の 85%は3病週に消失した。寒冷凝集反
応は 2. 3病週に上昇する傾向が見られた。合併症 
は中耳炎が多く，他のビーノレス疾患に続発・併発す
る例も見られた。ツ反陽転者は 70%でその 20%は
こ。7例して増大している様な成績を得 1年以内に陽転したもので，結核症の鑑別診断及び
